










































































































































































区　　　分 大丹波 狛江農 狛江非農 戸　山
やむを得ない墓は移す 5．4 5．3 19．2 14．3
〃　　墓はそのまま 5．8 30．3 26．7 32．0
〃　　墓は事情による 1．8 2．3 8．3 5．4
〃　　墓はわからない 1．8 1．5 3．3 3．7
よくない 69．5 37．1 20．8 17．7
事情により人手に渡す 7．2 14．4 10．0 5．1
事情により人手に渡さぬ 0．9 1．5 1．7 2．4
事情による 4．0 3．0 5．8 7．8
無答 3．6 4．6 4．2 11．6




































1 C 100．0（176）55．7 9．1 35．2 53．4 2．3 44．3 56．8 43．2
N 100．0（246）58．1 6．9 35．0 51．6 3．3 45．1 53．7 46．3??
C－N 100．0（163）71．8 9．2 19．0 68．1 1．8 30．1 71．2 28．8
形 M－N 100．0（190）69．5 7．4 23．2 91．1 1．6 7．4 92．6 7．4
態 計 100．0（775）63．2 8．0 28．8 65．2 2．3 32．5 67．6 32．4
45～49歳 100．0（73）46．6 8．2 45．2 31．5 1．4 67．1 34．2 65．8
2 50～54歳 100．0（70）54．3 10．0 35．7 47．1 1．4 61．4 55．7 44．3





















70～74歳 100．0（142）68．3 11．3 20．4 81．0 2．1 16．9 85．1 14．9
創　設　世　帯 100．0（515）58．8 8．0 33．2 54．2 2．7 43．1 54．6 45．4
3 相　続　世　帯 100．0（254）72．0 8．3 19．7 88．2 1．2 10．6 94．1 5．9
どちらともいえぬ 100．0（6）66．7 … 33．3 33．3 16．7 50．0 66．7 33．3
自　営　世　帯 100．0（258）71．7 6．6 21．7 68．6 3．1 28．3 69．0 31．0
4 被　用　世　帯 100．0（484）58．5 8．1 33．5 63．0 1．9 35．1 66．1 33．9
無　職　世　帯 100．0（33）66．7 18．2 15．2 69．7 3．0 27．3 78．8 21．2
5 5万円未満 100．0（147）58．5 8．2 33．3 61．2 4．8 34．0 63．3 36．7?
5万円～10万円 100．0（456）62．5 7．9 29．1 66．2 1．5 32．2 66．9 33．1??
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先祖祭祀研究の分析枠組構築にむけての予備的考察　　現代日本の家族変動と墓一
の住処として意識されるようになる。具体的には1975年に子供がいなく祀り手のいない家族，個人
を対象にした霊園として比叡山延暦寺の久遠墓などが注目を集めたが，1980年代に入ると墓の在り
方に疑義を抱き，新しい展開をしていく。1987年にr東京新聞』において「夫の家の墓に入りたく
ない」投書が連載r新お墓事情』に取り上げられている。同じ1987年には家墓を止揚して合祀墓を
造立し，新しい共同祭祀を方策を模索した新潟県妙光寺安穏廟，1990年に東京都豊島区巣鴨の「も
やいの碑」が建立され，さらに散骨による「自然葬運動」を展開している「葬送の自由をすすめる会」
（1991年結成）などである。こうした運動は既存の墓をめぐっての価値，規範のもっていた拘束力を
喪失していった帰結として，新しい姿を模索しているものであるといえよう。また，近代都市墓地に
出現し，急速に流布していったrOO家先祖代々之墓』という墓石に刻まれる様式からr和』とかr憩
い』など墓石の正面の記載が抽象化されたものも増えていく。それは少子化にともなって家の系譜連
続による継承が不可能になっていくなかで，「○○家」を表面から消し去る事によって，その境界性
をなくすことにもよるであろうし，家そのものの存立基盤を失ったなかで，「家」の象徴性がもはや
意味をもたなくなっていることの帰結でもあろう（注17）。
三　まとめ
　日本社会は近代まで社会組織の基礎的単位は家であり，日本の伝統的家族の典型は家であった。家
を宗教的に支えてきたのが先祖祭祀であり，その物的装置として仏壇と墓を設けた。それら仏壇，墓
の有り様は家に規定されるとともに，共同体規制の下におかれていた。さらに近代天皇制国家体制の
時代には，「国民道徳」として「忠」，「孝」が教化され，それを法的にも支えることによって「家」
は観念的，イデオロギー的に強化されていった。「○○家先祖代々之墓」の建立はそうした意味にお
いても社会的に正当化されていった。大正期以降産業化・都市化にともなって家の崩壊が進んでいく
が，その渦中におかれていった社会層においても，「家」の秩序回復によって家族統合を図ろうとし
ていった。それは霊友会系新宗教運動において先祖供養が最も重要視されていったことからもいえよ
う。
　このような原理が転換期を迎えるのは戦後である。民法改正により夫婦家族が市民権を獲得し，そ
れが生活実態として可能になっていくのは核家族化が急速に進んだ高度経済成長期に突入してからで
ある。その変動は家共同体規制から解き放たれ，家族の私秘化（孤立化した核家族の出現）の波が押
し寄せてくるものであった。それは家・先祖のリアリティーを薄弱にし，夫婦の伴侶性が前面に押し
出されていく。墓においても様式は「○○家先祖代々之墓」であっても，始祖からの代々の先祖霊に
額ずくのではなく，近親者への儀礼が中心的なものとなっていく。しかし，家の世界観を背負ってい
るがゆえに，家先祖祭祀を払拭するまでは至っていないといえよう。
　1980年代に入り，私秘化，個人主義化は個人のレベルまで進んでいく。1987年に「夫婦別姓の法
制化を実現する会」の第一回シンポジュウムが開かれたことに象徴されている。そして家族はネット
ワーク関係であり，個々人の欲求充足，自己実現が優先されていく。墓においても夫方の家墓にはい
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ることを拒否する女性の登場が注目され，さらには様々な機縁によって共同墓を求める運動が起こる
など，墓の多様化が一気に噴出する。それは家族の多様化とも対応しているといえよう。
　こうした今日的動きは，非常に困難な問題を突き付けているといえよう。すなわち，伝統的に培わ
れてきた墓に内包されてきた霊魂の象徴性，すなわち，子孫によって祭祀を受けることによって霊魂
が安定するという観念に基づく世界がどのようになっていくかの問題に遭遇する。さらには，子孫観
の拡散，ないし，墓に付与されていた家族の境界性の希薄化によって，墓のもっていた家族の統合性
の機能は弱まっていくであろう。それは家族統合を精神的に支える基盤の喪失であり，それに替わり
うるものはなにであるのかも見えない時代に突入した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
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